
のがある。これはK字クロッシングのか

わりに 3 協クロッシ γグを使用してある。

(木下勝成)

しんけいせいてんてつ 新京成電鉄

1 lJj:業者の紙袋

名称新京成1ft鉄株式会社，本社 千

葉県船総市前原町，資本金12，000 万円，

おもな部業 地方鉄道業のほか一般梁合

旅客自動III迎送事業路線 329 km。鉄道

従業JJ. 1!?7 人， 保有車両官勤客車 12 問。

iH革 昭和 21 ・ 8 松戸 ・ 津田沼聞の旧III

用鉄道施設利用の目的で鉄道敷設免許を

受け ， 同年 10 月資本金 1 ，000 万円の会社

3. ーン y グルスリッ

プスイ ッ チ

を設立， 同 22 ・ 1 2 営業 tl f.1始 して現在に至る。

2 地ブJ鉄道線

開業総千葉県下常磐線総戸駅に迎絡し， 京成fl t l ll iHから松

戸にæる延長 26.2 km の単線， illh力はf区気， 軌聞は 1.372 m で

旅客 ・ 貨物足I!輸の鉄道である。新手11:1壬1 i71 ・ 松戸H品 25 km はH召和

2 1 ・ 8 ・ 8 免許を受け， 問 22 ・ 1 2 ・ 27 新津田沼 ・ ~闘台聞を五II愉開始

し ， その後逐次滝 /-- 、 ・ー
匝亙歪重盟

不動 ・ 鎌ヶ谷大仏

に延長，同 24 ・ 10 ・

17 鎌ケ谷初日<!J[ I ・
在の初日)までl潟

業， さらに問 30 ・

4 ・ 21 松 戸 ま で延

長会通した。新津

田淵. Jtl成作岡沼

l甘1 1.2km f:t l昭 和1

28 ・ 9 ・ 11 免許， 同年 11 ・ 1 述輪開始し京成fL:鉄線に辿給した。

3 五I!愉概況

7Tとと| 昭和 28 1 29 30 

旅客繍送人民(千人) 1,361 1.294 3.466 

人 4ュ ロ(千) 5目673 5.734 16.334 

旅客収入(千円) 14.831 14.917 39,584 

.i1l!愉雑収(，，) 489 698 1,419 

収入合計(，，) 15.320 15,615 41 ,003 
4山~， 君長 政 (，，) 17.564 18.092 48φ666 

位業利益(，，) ム 2， 244 ム 2.478 ム 7 ，663

'I:;Z殺係数(%) 114 116 115 

(石川 口)

装置扱室② 縦T凶器室③仮眠

室@動力室 ⑤ 電源室 ⑥ 

湯沸所 ⑦ 館所 ③ 念日1号事の

諸室を有し， このうち燦械てこの

みの場合は①と③，電気てこ (車電

電も含む)を併mあるいはそれの

みの湯合は①②③を最低限必裂 と

する。

各室の郎官{は規依 ・ 極別により

しんごうあっ

『1姐

2. 1百号 1& m 
一概に述べられないが， 一例としててこ扱室について記せばっ

ぎのようである。

l 僚械てこを有する級室

扱室の大きさはてこ本数， すなわち後械穴の大いさによって

決定する。いま説明の古11合上， 図の よ うに A BCDなる符号を

用いることにすれば， Aは

話器械中心からI民放者反対 0111

壁間までの距向性で ， 織械の

後端と笠間までの距般によ

り定まる。これは 60cm 以

上と規定されてあり ，電気

鎖錠認を付けたtJ，l合さらに

この後端から笠間まで 60

cm と らねばならない。 機

械中心から|幾械後端までの

距離はてこ本数により変っ

てくる。それで当然Aの値

もてこ本数により変るわけ

である。

副削
3 椛小路駅伝号彼所

てこ本数に応じて， Aの 4 東只嫁駅m号扱所 (1勾問。

値を結'*自(Jに数表化すれば次表のと お りである。

電気鎖錠総
電気鎖錠23のある場合の A

てこ本数 鎖錠絡がブラ ケ ッ 鎖錠2まがブラケット
無し A トの上に乗る場合 の後方に狼出す総合

8. 9. 10 136.4cm 139.2cm 168.1 cm 

12. - 145.3 149.1 177.5 

16. - 154.2 157.0 185.9 

20. - 163.0 165.8 194.7 

24. - 171.9 174.7 203.6 

28. - 180.8 183.9 212.5 

32. - 189.7 192.5 221.4 

36. - 198.6 201.4 230.3 

40. - 207.5 210.3 239.2 

しんごうあっかいしょ 信号扱所 (英) signal cabin 第 1 Bは滋械中心から取扱者側壁耐までの距離で，これは儀械操

極の iili !fiiJ惨を収容し ， 集中されたてこ等により俗号後 ・ 入換傑 縦および線路注視の動作に対し十分なようにとる必援がある。

識 ・ 転鰍(てんてつ)誌等を操作するため設けられた建物をいい， てこによ っては相当扱いが置いものがあり，これを扱うには後

取扱者が常駐するのを原則とする。信号 てこのみ集中した建物 械中心から手前に 175 cm の作業スベー スが必要である。それ

で信号扱所と呼ばれるものが例外的にあるが，これは一般には にさらに通路JTlとして 75-80 cm の空間が必要で， 結局 B の値

てこ上家程度にすぎない。 また転轍てこのみを集中し，取扱者 は 250cm となる。

の常駐するものは集中てこ扱所と称して信号扱所と区別する。 C ， D は主として出入口市]スペ ー ス ・ 扱指令者用机 ・ ストー

イtì号紋所は一般に作業単位ごとに設けられ， 能率的 ・ 経済的 プ . ~、す ・ 白 rm棚:および通路空間として占められる。ゆえにそ

な位i白がì:illばれる。この内部には

述動l盟主民 ・ !日p列軌道量生等の関係設

備のほか，打合わせ ・ ìili絡用の各

極裟i丘が設fil1iされる。その建物は

信号保安裟位の在Jì íJ IJ . 建物の規伎

の大小により差異はあるが，①

1. 信号 1&所の大さ

一一- 827 

の鴻合ごとにjîJ:良の平[市計図で-Jik小I百l僚をとらねばならない。

2 機械てこを有せざる放室

扱2主に設置t される主主E機械は，第 lí亜電気連動揺器，第 lí話 ­

~t 2 極継恒迎動|畿である。この場合 l の機械てこの場合のよ う

!こ機械穴から規定されるこ と はなく ， 述動機の大きさ ・ 作業日

の数と質が平閣を決定する大きな要素となる。述動俊のほかに




